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目的： 

本研究は、日本人女性の妊娠前後食事摂取量の変化を評価することを目的とした。 

 

方法： 

エコチル調査の参加者のうち、２つの時期に配布された食物摂取頻度質問票（FFQ）を回答した単胎児の母親を対象とし、妊娠前

の食事摂取量を評価する FFQ1 と妊娠中の食事摂取量を評価する FFQ2 の結果を比較した。統計分析は、2 つの FFQ から算出

された食品群、主要栄養素及び微量栄養素の絶対摂取量の平均値と標準偏差並びに中央値と四分位範囲について実施した。 

 

結果： 

妊娠前と妊娠中のエネルギー、主要栄養素、微量栄養素の摂取量は、日本人女性の推奨レベルより 1％から 49％低かった。妊

娠中の女性の食事摂取量は、牛乳、乳製品、カルシウムを除いて、妊娠前の摂取量よりも少なかった。妊娠中の女性の食事摂

取量の減少は、妊娠前の摂取量と中程度の相関関係があった。妊娠中の女性の約半数は、妊娠前と同じ摂取量の四分位数で

すべての食品と栄養素グループに留まった一方で、約 1 割の妊婦において、妊娠前と比較して妊娠中の摂取量が 50％以上（上

下に 2 四分位以上）変化した。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究は、サンプルサイズが大きい中で、高い回答率と追跡率であることに加えて、同じ女性における妊娠前と妊娠中の食品・

栄養素摂取量を評価した包括的な FFQ を用いたことから母体の特性による交絡が最小限に抑えられたという強みがある一方

で、妊娠前の食事摂取量は思い出しバイアスが推定値に影響を及ぼしている可能性がある。本 FFQ の再現性・妥当性は中年女

性で検証されているものの、妊婦では再現性・妥当性が異なる可能性がある。 

 

結論： 

本研究では、日本人妊婦の妊娠中の食事摂取量が少ないことが確認された。日本人における妊娠前後の食事及びサプリメント

のガイドラインを改定することが望まれる。 

 


